
令和３年度 第２回 川西市地域公共交通会議 

 

次第 

 

 

日時 令和４年１月27日（木） 

１３時００分～１５時００分(予定) 

場所 アステ市民プラザ アステホール１  

 

 

 

１．開会 

 

 

２．報告 

(１) 交通事業者における今後の取組予定について     [資料１] 

 

 

３．協議 

(１) （仮称）川西市公共交通計画に係るニーズ調査について  [資料２] 

(２)  補助路線の現状と補助路線の持続可能なバス運行の検討について [資料３] 
 

 

４.閉会 
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通勤定期券・高齢者専用定期券の運賃改定  

  および深夜割増運賃適用時間帯の拡大について  

 

阪急バス株式会社（本社：大阪府豊中市、社長：井波  洋）では、本日 12 月 21 日(火)、国

土交通省近畿運輸局宛に、通勤定期券・高齢者専用定期券（グランドパス 65）の運賃改定お

よび深夜割増運賃の適用拡大の申請を行いました。  

申請理由および申請の概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．申請理由 

弊社の路線バスを取り巻く環境は、コロナ禍以前から少子高齢化に伴う就業人口の減少等

の理由により、バス利用者の減少が続く厳しい状況でありました。また、近年は運転士の要

員不足も深刻化しております。 

そのような中、新型コロナウイルスの影響により、弊社路線バスの運輸収入はこれまでに

なく著しく減少し、とりわけ、リモートワークや在宅勤務などの新たな働き方による通勤定

期旅客の減少、さらには新たな生活様式への移行などにより、深夜時間帯のご利用も大幅に

減少しております。  

弊社では、これまで利便性の向上に加え、諸経費の削減や投資の抑制にも努めてまいりま

したが、今後もお客様のご利用が以前の水準にまで回復しないと思われます。引続き感染症

の拡大防止策を徹底し、ご高齢者へのサービスも維持しながら、公共交通機関としてお客様

にサービスを継続的に提供してくためには、収支の改善が欠かせなくなっております。 

お客様が日々安心してバスをご利用いただけるための安全快適な輸送サービスを提供し、

乗合バス事業の経営健全化を進めるために、必要となる経費の一部をお客様にご負担いただ

くものでございます。  

何卒ご理解・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 

２．申請の概要  

（１）申請日  

2021 年 12 月 21 日（火） 

（２）運賃改定実施予定日  

2022 年 4 月 1 日（金） 

 

① 通勤定期券 

定期割引率を変更します。  

・割引率を３％引き下げ、通勤定期運賃額を改定します。  

 

 改定前 改定後 

割引率の改定  28％ 25％ 

 

 

２０２１．１２．２１  
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＜通勤定期運賃表＞  

                                  単位：円 

区間 

運賃 

現行 改定後 

1 ヶ月 3 ヶ月 6 ヶ月 1 ヶ月 3 ヶ月 6 ヶ月 

160 6,910 19,690 37,310 7,200 20,520 38,880 

220 9,500 27,080 51,300 9,900 28,220 53,460 

240 10,370 29,550 56,000 10,800 30,780 58,320 

260 11,230 32,010 60,640 11,700 33,350 63,180 

350 15,120 43,090 81,650 15,750 44,890 85,050 

380 16,420 46,800 88,670 17,100 48,740 92,340 

420 18,140 51,700 97,960 18,900 53,870 102,060 

 

（備考）hanica 定期券，ゾーン定期券，ワイド定期券等が対象です。また、長岡京・淀

線共通定期券及び阪神バス尼崎特区同調定期券も改定します。  

 

② 高齢者専用定期券（グランドパス）  

定期運賃額を改定するとともに、新たな年齢区分を設定します。  

 ・「グランドパス 65」…………65 歳～69 歳まで 

・「グランドパス 70」(新設)… 70 歳以上 

                               単位：円  

券種 
グランドパス 65 グランドパス 65 グランドパス 70 

現行 改定後 新設 

1 ヶ月 5,800 6,800 6,400 

3 ヶ月 11,600 14,100 13,400 

6 ヶ月 22,000 26,700 25,400 

１年 41,900 51,200 48,600 

 

③ 深夜割増運賃適用時間帯の拡大  

倍額運賃となる時間帯を、始発停留所発車時刻概ね 24 時以降から概ね 23 時以降に変更し  

ます。 

 

 

３．お問い合わせ先   

 

 

 

 

以 上 

■この件に関するお問い合わせ先  

  阪急バス株式会社 経営企画部 TEL 06-6152-8275／FAX 06-6152-6440 



 資料２  
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１．調査概要 

No 調査名 狙い 調査対象 調査方法 

１ 
市民交通行動 

アンケート調査 

・移動の現状および移動課題の把握 

・計画目標や施策設定に係る市民意

識の把握 

16歳以上の川西市民 

＜市内全域＞ 

郵送配布 

→郵送回収 

（3,000部） 

２ 
公共交通事業者 

ヒアリング調査 

・供給側から見た移動課題の抽出 

・（観光需要を含む）利用促進の取

組状況の把握 

・今後の施策実施可能性の検討 

阪急バス株式会社、伊丹市営バ

ス、能勢電鉄株式会社、阪急電

鉄株式会社、西日本旅客鉄道株

式会社、法人タクシー５社 

聞き取り 

３ 
交通不便地の 

移動課題調査 

・交通不便地の移動課題の把握 

（地域主体の移動手段導入の可能性

検討） 

検討中※ 

（交通不便地に在住の市民） 
検討中※ 

※交通不便地の移動課題調査については、対象自治会へのアンケートやヒアリングを想定しているが、 

調査方法は検討中 

 
 

２．市民交通行動アンケート調査 

(1) 調査地区 

＜市内全域14地区＞ … 調査地区の区分は、上位計画と同様にコミュニティ単位（以下のとおり）とする 

No ｺﾐｭﾆﾃｨ名 住所地 

① 久代 久代1～6丁目、東久代1・2丁目 

② 加茂小 南花屋敷1～4丁目、加茂1～6丁目 

③ 
川西 

小学校区 

小花1・2丁目、小戸1～3丁目、栄町24～27番、寺畑1・2丁目、栄根1・2丁目、 

下加茂1・2丁目 

④ 桜小 中央町、日高町、栄町（24～27番を除く）、花屋敷山手町、花屋敷1・2丁目、満願寺、満願寺町 

⑤ 川北 
美園町、絹延町、出在家町、丸の内町、滝山町（8番を除く）、鴬の森町、萩原1丁目、 

火打1・2丁目、松が丘町、霞ヶ丘1・2丁目※ 

⑥ 明峰 

滝山町8番、萩原2・3丁目、萩原台東1・2丁目、萩原台西1～3丁目、鴬が丘、 

西多田字上平井田・湯山裏・南野山、西多田1丁目1・2番、錦松台、鴬台1・2丁目、 

湯山台1・2丁目、南野坂1・2丁目 

⑦ 多田 

新田、矢問1～3丁目、矢問東町、西多田（字上平井田・湯山裏・南野山を除く）、 

西多田1丁目（1・2番を除く）、西多田2丁目、多田院（字滝ケ原・駒塚・井戸ヶ上を除く）、 

新田1～3丁目、多田院1・2丁目、多田院多田所町、多田院西1丁目、 

多田院西2丁目（5番を除く） 

⑧ 多田東 東多田、平野、鼓が滝1～3丁目、東多田1～3丁目、多田桜木1・2丁目、平野1～3丁目 

⑨ 緑台・陽明 緑台1～7丁目、向陽台1～3丁目、水明台1～4丁目、清流台 

⑩ 清和台 
石道、虫生、赤松、柳谷、清和台東1～5丁目、清和台西1～5丁目、 

多田院字滝ケ原・駒塚・井戸ヶ上、多田院西2丁目5番 

⑪ けやき坂 芋生、若宮、けやき坂1～5丁目 

⑫ 東谷 

見野1～3丁目、東畦野1～6丁目、東畦野山手1・2丁目、西畦野1・2丁目、山原1・2丁目、 

緑が丘1・2丁目、山下町、笹部1～3丁目、下財町、一庫1～3丁目、東畦野（字長尾を除く）、 

西畦野、山原、山下、笹部、一庫、国崎、黒川、横路、長尾町 

⑬ 牧の台 大和東1～5丁目、大和西1～5丁目、東畦野字長尾 

⑭ 北陵 美山台1～3丁目、丸山台1～3丁目 

※霞ヶ丘1・2丁目の一部（かすみ自治会の範囲）は、④桜小コミュニティ協議会に含まれるが、霞ヶ丘1・2丁目

の全域が川西北小学校区であるため、霞ヶ丘1・2丁目の全域を⑤川北コミュニティ協議会とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※着色部分は調査実施期間を示し、破線矢印は実施期間内に実施することを示す

来年度(R4.4)早々に
調査対象を抽出し、
郵送開始を想定

コロナ禍の影響が落
ち着いた来年度春過
ぎを想定

１アンケートの結果
を踏まえ、実施する
ことを想定

地域公共交通会議
の実施予定

調査内容最終案協議

調査内容協議 課題・目標の設定 取組の方向性 計画素案確認 計画素案
  実施事業の決定 完成報告

1月 2月 3月 4月
実施時期の考え方

令和４年

5月 12月 1月 2月 3月

令和５年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

⑫東谷 
コミュニティ協議会 

⑭北陵 
コミュニティ協議会 

⑨緑台・陽明 
コミュニティ協議会 

⑬牧の台 
コミュニティ協議会 

①久代 
コミュニティ協議会 

③川西小学校区 
コミュニティ協議会 

②加茂小 
コミュニティ協議会 

④桜小 
コミュニティ協議会 

⑤川北 
コミュニティ協議会 

⑥明峰 
コミュニティ協議会 

⑧多田東 
コミュニティ協議会 

⑩清和台 
コミュニティ協議会 

⑪けやき坂 
コミュニティ協議会 

⑦多田 
コミュニティ協議会 

（１）（仮称）川西市公共交通計画策定に係るニーズ調査について 

【参考】コミュニティエリア図 
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(2) 地区別配布部数 

案 １案【均等割】 ２案【人口割】 

概 要 

・配布部数の3,000部を14地区で均等割する 

（端数は調査対象者数（16歳以上）の多い地区か

ら順に振り分ける） 

No ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

数 214 214 215 214 214 215 214 
 

No ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

数 214 215 214 214 215 214 214 

※令和3年11月30日時点の人口から算出 

・配布部数の3,000部を14地区で人口割する 

（調査対象者数（16歳以上）で按分する） 

 

No ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

数 172 211 263 171 203 284 195 
 

No ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ 

数 248 275 119 245 259 207 148 

※令和3年11月30日時点の人口から算出 

※街区単位については分類前の住所地に計上して算出 

メリット 
・地区ごとに一定数の意見を確保することで、地

区ごとの特徴や違いを把握しやすい 

・人口当たりにおける回答の重みが平等 

デメ 

リット 

・人口当たりにおける回答の重みが不平等 

・人口が少ない交通不便地へアンケートが行き渡

らないと想定される 

・人口が少ない地区の意見が少数しか取れない 

・人口が少ない交通不便地へアンケートが行き渡

らないと想定される 

採 用 
 ○ 

 ⇒数で評価する際に回答の重みが14地区で平等 

 

(3) 調査項目と活用イメージ 

分類 調査項目 活用イメージ 

個人属性 年齢、職業、郵便番号、免許・自動車保有の有無 回答者像の把握、他項目とのクロス集計 

移動環境 
鉄道駅までの所要時間、バス停までの所要時間、一人での

外出の可否 

交通不便地か否かの区別、一人で外出で

きない方は設問のスキップ 

日常的な 

移動 

＜通勤・通学、買物、通院等の主目的に絞り以下を回答＞ 

行先（店舗名、病院名）、利用交通手段 
日常的な移動状況及び課題の把握、移動

環境の評価 
外出時の困りごととその際の対応、移動環境の満足度 

交通手段

別の利用

頻度と満

足度 

＜能勢電鉄、阪急電鉄、JR西日本、バス、タクシー別に

以下を回答＞ 

利用頻度、利用目的、利用区間、アクセス手段、満足度、

要望 
交通手段別の利用実態及び課題把握 

＜特に路線バスは以下を回答＞ 

利用しにくいと感じている点、今後の利用予定と理由 

公共交通

サービス

の方針 

公共交通サービスの維持に関する意向 方針設定や計画に掲げる施策検討の基礎

資料として活用 求める公共交通サービスの取組 

自由意見 公共交通の利用者を増やすためのアイデア 利用促進に係るポジティブな意見収集 

※川西市公共交通基本計画の目標値（公共交通（電車・バス）の利便性に満足している市民の割合、自家用車よ

りも公共交通（電車・バス）を利用することの方が多い市民の割合）の確認については、別途実施する市民実

感調査により把握予定 

【参考】川西市公共交通基本計画における計画目標値の達成状況（令和3年3月末現在） 

 

  

(4) スケジュール（予定） 

内 容 時 期 

調査内容協議（地域公共交通会議） 令和４年１月27日 

調査内容最終案協議（地域公共交通会議） 令和４年３月中旬 

調査対象抽出 令和４年４月上旬 

調査票印刷・発送 令和４年４月中旬 

調査票到着 令和４年４月下旬 

調査票返送期限 令和４年５月中旬 
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３．公共交通事業者ヒアリング調査 

(1) 調査対象 

・バス事業者 … 阪急バス株式会社、伊丹市営バス 

・鉄道事業者 … 能勢電鉄株式会社、阪急電鉄株式会社、西日本旅客鉄道株式会社 

・タクシー事業者 … 市内に本社または営業所を有する法人タクシー事業者５社 

           株式会社フクユ、日の丸ハイヤー株式会社、朝日交通株式会社、 

           有限会社永和、北摂交通株式会社 

 

(2) 調査項目と活用イメージ 

調査項目 活用イメージ 

利用状況 地域公共交通会議後の状況確認 

維持が困難な区間、 

持続する上での問題（乗務員不足等） 

方針設定や計画に掲げる施策検討の

基礎資料として活用 

＜特にバス事業者＞ 

路線見直し方針・予定の有無 

＜特にタクシー事業者＞ 

営業区域、営業区域外の配車依頼の対応 

利用促進への取組に関する意見交換 

 

(3) スケジュール（予定） 

内 容 時 期 

調査内容協議（地域公共交通会議会議） 令和４年１月27日 

調査内容最終案協議（地域公共交通会議会議） 令和４年３月中旬 

調査実施 令和４年５月下旬～７月下旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．交通不便地の移動課題調査 

(1) 調査対象 

検討中（交通不便地に在住の市民） 

 

(2) 調査項目と活用イメージ 

調査項目 活用イメージ 

移動支援の実施状況 地域公共交通会議後の状況確認 

地区内の移動の問題点 
日常的な移動状況及び課題の把握 

移動支援の必要性 

（地域主体の移動手段導入の可能性・意見） 計画に掲げる施策検討の基礎資料として活用 

 

(3) スケジュール（予定） 

内 容 時 期 

調査内容協議（地域公共交通会議） 令和４年１月27日 

調査内容最終案協議（地域公共交通会議） 令和４年３月中旬 

調査実施 令和４年６月上旬～９月下旬 

 

（4）交通不便地の設定 

・駅から800ｍ、バス停から400ｍ以上離れた地域 かつ 市民の住所地がある地域 

※駅：徒歩10分 → 800ｍ バス停：徒歩5分 → 400ｍ 

（徒歩速度：80ｍ/分 ※不動産の表示に関する公正競争規約施行規則第10条(10)より） 

No コミュニティ名 交通不便地（駅800ｍ圏・バス停400ｍ圏） 

① 久代 東久代1・2丁目の一部 

② 加茂小 － 

③ 川西小学校区 － 

④ 桜小 － 

⑤ 川北 － 

⑥ 明峰 － 

⑦ 多田 新田2・3丁目の一部、多田院1・2丁目の一部 

⑧ 多田東 東多田、鼓が滝2・3丁目の一部 

⑨ 緑台・陽明 緑台3丁目の一部、向陽台1～3丁目の一部、水明台3丁目の一部 

⑩ 清和台 
石道の一部、虫生、赤松の一部、柳谷の一部、 

清和台東1・2・4丁目の一部、清和台西2～5丁目の一部 

⑪ けやき坂 芋生の一部、若宮、けやき坂4丁目の一部 

⑫ 東谷 
西畦野1丁目の一部、山原1・2丁目の一部、緑が丘2丁目の一部、 

一庫3丁目の一部、西畦野、一庫、国崎、黒川、横路 

⑬ 牧の台 － 

⑭ 北陵 － 

 



sa1378
テキストボックス
鉄道駅800ｍ圏＋バス停400ｍ圏と人口メッシュ図

sa1378
テキストボックス
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川西病院・大和団地線
輸送人員（人/月）
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新ルート・ダイヤの効果について（速報値） ああ
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前回資料

【資料３-１】



川西病院・大和団地線
輸送人員※（人/月）
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新ルート・ダイヤの効果について（速報値）
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※出典：阪急バス株式会社資料

※現金＋ＩＣカード利用者

ルート
ダイヤ
改正後

ルート
ダイヤ
改正後

資料修正

※現金及びICカードに係る総利用額から
平均利用額で割って算出した人数と、
定期券・回数券に係る推定使用回数を足したもの。



川西病院・大和団地線
乗者人数（人/月）
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新ルート・ダイヤの効果について（速報値）
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（２）
補助路線の現状と
補助路線の持続可能な
バス運行の検討について

【資料３-２】
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【導入】路線図の概要

出典：阪急バス(株)HP

※令和３年１０月現在の
路線図

補助路線のみ
運行している
エリア

補助路線以外も
運行しているエリア
（多田・GH地域）

補助路線のみ
運行している
エリア
（大和地域）

市内唯一の補助路線
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①大和地域の取組

■進め方の方針

●R3.9以降の新ルート・ダイヤの検証等を行う
●住みよいまちづくりを進めるにあたり、バスは欠かせないため、地域住民が
一丸となり、バスを守り育てるために様々な活動を進める

■令和3年11月以降の取組状況

●大和交通検討委員会より発表

3



大和地域の
取組

大和交通検討委員会

令和4年1月27日
川西市地域公共交通会議資料



１、大和地域の現状

畦野
駅

山下駅
笹部
駅

国道173号線

新名神川西IC

2021年（令和3年）3月31日現在
世帯数 4,831
人口 10,730人
65歳以上 4,417人（41.2％）
75歳以上 2,814人（26.1％）
川西市の高齢化率 31.5％

（出典：川西市地域福祉課）

65歳以上の一人暮らし 約500人
（出典：大和地区福祉委員会）

坂道
畦野駅周辺に生活関連施設が集中
建築ラッシュによる子育て世代の増加
運転免許証の返納

一の鳥居駅

1



２、年齢別人口

（出典：川西市地域福祉課の資料から作成）

2



３、初のルート・ダイヤ改正（平成13年運行開始後初。令和3年9月1日実施 ）

（１）ルート変更
大和地域循環を解りやすいルートに【4→2ルート】（公共施設の2停留所休止）

（２）ダイヤ改正
超高齢社会に対応した昼間増便・朝晩便数調整【41→38便/平日】

朝2便減 夕8便減 昼7便増

改正前 改正後

出典：阪急バスホームページ
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４、地域の取組
（１）大和バスだより
発車オーライ‼全戸配布
発行費用は地域住民の寄付

（３）バス応援ポスター
地域住民の手作りで、

地域内に６００枚掲示中

（２）バス乗車券

（イベントでバス乗車券配布）

景品は、阪急バスグッズ11月13日実施

4



（５）川柳の展示
バス車内にも掲示

（４）バス塗り絵・絵の展示 11月

バス車内にも掲示
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（６）大和地域内のツアー
公園巡り、買物

（７）阪急バスの出張販売
阪急バスさんの協力により、
ハニカカードを出張販売

6



５、利用者調査
毎月第4火曜日に畦野駅で地域住民において利用者数の調査を実施。

7



・棒グラフ内の％は2020年11月を基準とした増減率
・小数点があるものは、連続した5日間調査した平均値

16.0%

6.5%
11.1
%

15.1%

38.7%
39.4%

55.4%

（出典：大和交通検討委員会調査資料）

（１）乗降者数の推移

-0.6%
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（出典：大和交通検討委員会調査資料）

（２）時間別利用者数
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６、地域の考え方
（１）平日１日38便の存続 【バスは地域のライフライン】

①コロナ禍の中、初のルート・ダイヤ改正を実施して4ヶ月が経過、更なる利用者増に向けた

方策の模索。（ダイヤの改正後の検証）

（２）大和地域等の環境変化

①畦野駅前にある市駐輪場が無料から有料化になる。 （更なるバス利用者増）

②市立川西病院移転。 （跡地計画により病院ルート・ダイヤの検討が必要）

③コロナ。 （緊急事態宣言又は収束等で通勤通学及び日常生活に変化が生まれる）

④大和地域の開発。 （地域内の新たな開発及び近隣大型物流施設の建設により人口増）

（３）川西市公共交通基本計画に沿って進めたい。（川西市地域公共交通会議の部会設置）

川西市公共交通基本計画に沿って、はじめて改正されたルート・ダイヤの検証を時間をかけて

慎重に議論し進めていきたい。 （失ったものは取り戻せない）

（４）公共交通をどう守るか【大和だけの問題ではない】

①川西市公共交通基本計画の推進。 （行政・事業者・市民の役割分担、進行管理）

②川西市公共交通会議の開催。 （第１回は平成27年10月20日に開催、その後は未開催）

10







②乗車人数の推移

8,035 8,653 8,614 9,153

4,610 5,420 5,202 5,404
3,161

3,518 3,454 3,639

0

5,000

10,000

15,000
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25,000
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35,000

40,000

45,000

2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月

乗
車
人
数※

１

（人
／
月
）

大和循環内(ICカード) 大和循環以外(ICカード) 現金(推計)※2

18,196
15,806

17,591 17,270

※1 平日・休日を合わせたICデータを基にした乗車人数
※2 現金(推計)・・・現金利用者とICカード利用者の割合は１：４として計算した

データ提供：阪急バス㈱

4



③ 乗降調査・アンケート調査結果の速報（1）

■目的
●R3.９～ダイヤ変更後の利用者数の把握及び利用者の利用状況を調査する

■実施日
●令和３年１２月５日（日） 始発（6：44発）～終便（19：53着）
●令和３年１２月７日（火） 始発（6：13発）～終便（22：43着）

■対象者
●川西病院・大和団地線バス利用者

■調査方法
●乗降調査（OD）
どのバス停から乗車し、どのバス停で降車したかを調査する
●アンケート調査
乗客にアンケートはがきを配布し、後日郵送にて回収する
※12月１４日（火）までに投函いただくよう周知
⇒今回は12月１７日（金）受領分までを集計した
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③乗降調査・アンケート調査結果の速報（2）

■ アンケートはがき

●おもて ●うら

問 4 この路線のバスの利用頻度はどの程度ですか 
１．ほぼ毎日  ２．週に 3～5日  
３．週に 1～2日 ４．月に 1～2日  
５．年に数日  ６．今日が初めて 
 
問 5 今回どのような形で運賃を支払われましたか 
１． 現金  ２．ICカード(hanica、PiTaPa、ICOCA 等) 
３．定期券(hanica 通勤・通学定期券) 
４．はんきゅうグランドパス 65 
 
問 6 バス以外に使える外出手段は何ですか 
（あてはまるものすべてに○） 

１．車・バイク（自分が運転）  
２．車・バイク（他の人に乗せてもらう） 
３．自転車 ４．その他（        ） 

 

問 7 お住まいの地域はどちらですか 
１．大和地域   ２．大和地域以外 
 
問 8 大和地域内にお住まいの方にお聞きします。
現在大和地域内のバスは初乗り運賃が 160 円とな
っています。運賃が以下の金額になった場合、バス
を利用すると思いますか。 

【参考】多田・グリーンハイツ地域の初乗り運賃：220円 

180 円に 
なった場合 

１．利用すると思う   
２．利用しなくなると思う   
３．分からない 

200 円に 
なった場合 

１．利用すると思う   
２．利用しなくなると思う   
３．分からない 

220 円に 
なった場合 

１．利用すると思う   
２．利用しなくなると思う   
３．分からない 

250 円に 
なった場合 

１．利用すると思う   
２．利用しなくなると思う   
３．分からない 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 6



③ 乗降調査・アンケート調査結果の速報（3）
■利用人数
●１２月５日（日）・・・261人
●１２月７日（火）・・・833人

■ アンケート回収数
●567枚 （回収率約51.8％） ※12月17日（金）受領分まで

■ アンケート回答状況（問８の回答抜粋（ｎ＝343））
●問８：大和地域内にお住まいの方にお聞きします。現在大和地域内のバスは初乗り運賃が160円

となっています。運賃が以下の金額になった場合、バスを利用すると思いますか。
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17.2
24.5

5.5 10.8
19.5 25.7

10.2 7.6 10.8 11.1
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60%
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180円になった場合 200円になった場合 220円になった場合 250円になった場合

利用すると思う 利用しなくなると思う 分からない 不明・無回答

7
※ 構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。



④ 現行ダイヤ・運賃にて運行できる
乗車人数の目安について（1）

■現在の運行状況について
R3.9～現行

平日 土休日

台数・運転士数 4台・５人 ３台・３人

便数

大和 38 21

平野-山下 32 16

合計 53 21

運賃
多田グリーンハイツ以外 160円

多田グリーンハイツ 220円

経費 77,261千円

32万人利用時
の収入から試算

収入 40,298千円

収支差 ▲36,963千円

23万人利用時
の収入から試算

収入 30,214千円

収支差 ▲47,047千円

●32万人…2018年10月～2019年9月の実績、23万人…2020年10月～2021年9月の実績
8



④現行ダイヤ・運賃にて運行できる
乗車人数の目安について（2）

8,035 8,653 8,614 9,153

4,610 5,420 5,202 5,404
3,161

3,518 3,454 3,639

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

2021年9月 2021年10月 2021年11月 2021年12月

乗
車
人
数※

１

（人
／
月
）

大和循環内(ICカード) 大和循環以外(ICカード) 現金(推計)※2

現行ダイヤ・運賃にて収支差が
約▲1,500万円※3になる乗車人数の目安

18,196

※１ 平日・休日を合わせたICデータを基にした乗車人数
※2 現金(推計)・・・現金利用者とICカード利用者の割合は１：４として計算した
※3 約▲1,500万円・・・市が補助金として現行支出している概ねの額

データ提供：阪急バス㈱

約22,000人

月当たり約40,000人

15,806
17,591 17,270
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⑤ 事業の継続が可能な運行案について

■ シミュレーション比較 ※三者（市、地域、阪急バス）の間で合意に至っていない案です

現行 A 案 B 案

平日 土休日 平日 土休日 平日 土休日

台数・運転士数 ４台・５人 ３台・３人 ２台・３人 １台・１人 ２台・２人 １台・１人

便数

大和 38 21 38 12 30 12

平野-山下 32
（100）

16
（67）

6
（100）

4
（67）

7
（100）

4
（67）

合計 53 21 44 16 37 16

運賃
多田GH以外 160円 ２２0円 ２２0円

多田GH 220円 220円 220円

経費 77,261千円 44,118千円 36,155千円

32万人利用時の
収入から試算

収入 40,298千円 30,562千円 28,686千円

収支差 ▲36,963千円 ▲13,556千円 ▲7,469千円

23万人利用時の
収入から試算

収入 30,214千円 22,914千円 21,508千円

収支差 ▲47,047千円 ▲21,204千円 ▲14,647千円

●32万人…2018年10月～2019年9月の実績、23万人…2020年10月～2021年9月の実績
●（ ）内は阪急バス(株)が平野駅-陽明小学校前において運行している便数（市補助便数除く）
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⑥今後のスケジュール

■ スケジュールの要点
●令和４年 ３月 運行（案）の決定

●令和４年 ６月 運賃改定に伴う道路運送法に基づく協議

●令和４年 １０月以降 協議に基づく事業運営
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アンケート調査結果（速報） 。
●調査概要

（目的）
ダイヤ変更後の利用者数の把握及び利用者の利用状況を調査する。

（調査方法）
バスの乗客に降車時にアンケートはがきを配布し、後日郵送にて回収。

（配布対象路線／ダイヤ）
川西病院・大和団地線
令和3年12月5日（日） 始発～終便
令和3年12月7日（火） 始発～終便

（配布回収状況）
配布数： 12月5日（日）261枚

12月7日（火）833枚
回収数：567枚
※12月17日（金）受領分までを集計している

1

【資料３-３】



●調査結果
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問３：今回バスに乗車した
主な利用目的は何ですか

2

※複数回答の場合も集計している

問２：あなたのご年齢は



●調査結果

3

問５：今回どのような形で
運賃を支払われましたか

問４：この路線のバスの
利用頻度はどの程度です
か



●調査結果

問６：バス以外に使える外出手段は何ですか
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●調査結果

問８：現在大和地域内のバスの初乗り運賃が160円となっています。運
賃が以下の金額になった場合、バスを利用すると思いますか。

5

(n=343)
※ 構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない。


